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本日バーベキュー大会開催/残り７試合

＜今日の紙面＞
　　　　　　　　　　　　勝敗表勝敗表勝敗表勝敗表　　　　打撃成績打撃成績打撃成績打撃成績　　　　投手成績投手成績投手成績投手成績　　　　監督会議報告監督会議報告監督会議報告監督会議報告ほかほかほかほか

　　  マーベルズ一之瀬選手夫人と子息による始球式
<<<<開会式開会式開会式開会式>>>>３月３１日８時　大塚公園球場    

・出席者・・３９名
　　P：9　Ｍｒ：7　N：7　Ｅ：5　Ｆｍ：4　M：4　　Ｆ：3
・監督挨拶
・始球式・・マーベルズ一之瀬選手夫人とご子息により執り行われた。

<<<<松小松小松小松小グランドグランドグランドグランド清掃清掃清掃清掃>>>>5月１１日（土）10：00～11：00・・・雨天中止

<<<<監督会議監督会議監督会議監督会議>>>>

■場所 大塚管理事務所 書記：渡辺（記録広報部長）

■日時 2013/6/2　14:00～

■出席者 事務局： 松浦会長　松延事務局長　図子監事　中村裕会計

村田審判部長　芳賀運営部長　渡邉記録広報部長

チーム三役： （Mr）中村裕監督 （E）田中聡監督 （Fm）伊勢本監督　 （F）津田主将

（N）斉藤主将 （M）多田隈監督 （P）関監督　

■事項 （発言者） （内容）

Ｍ・Ｂ・Ｌニュース
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<<<<監督会議監督会議監督会議監督会議>>>>　　　　9月8日（日）12：00　大塚公園事務所
松浦会長　図子監事　渡邉記録広報部長　鶴谷（副）　村田智（審判部長代理）
清水企画部長　芳賀運営部長　高橋審判副部長
多田隈M監督　中村裕Mr監督　秋山P主将　清水Pマネージャ　斎藤F監督
津田F主将　川田M主将　菅原F
・・・・バーベキューバーベキューバーベキューバーベキューについてについてについてについて
　・9/15　バーベキューがあります。12:00までは芝生に入らないように。
・・・・雨天試合雨天試合雨天試合雨天試合のののの日程日程日程日程についてについてについてについて（（（（芳賀運営部長芳賀運営部長芳賀運営部長芳賀運営部長））））

　・10/13　10:15　松小　No.36　M × Mr (Fm)　に設定します

・・・・9999////1111にににに発生発生発生発生したしたしたした傷害事件傷害事件傷害事件傷害事件についてについてについてについて
　・F松延氏（加害者）とE富山氏（被害者）で傷害事件が発生しました。
　・F菅原氏から当時の状況説明
　・村田審判部長からの私見（松浦会長代読）自主退団が妥当
　・渡邉記録広報部長からリーグ規則に照らし合わせての私見と除名妥当の意見
　・F斉藤監督から謝罪と松延氏については自主退団の意思アリ。
　　個人として警察とのやり取りを行いたい。
　・鶴谷　警察沙汰となった事実は処分の対象であると思う。
　　但し、駐車マナーを守れなかった被害者にもリーグ規則上ペナルティの必要があるのでは？
　・Fm芳賀氏　当人の意思を尊重。自主退団であれば留める理由はない。
　・M多田隈監督　当人の意思を尊重して、リーグとしての処分は保留。
　・M川田主将　加害者の意思は留まらないと思う。被害者も何かしらの処分が必要では？
　・Mr中村監督　当人の意思を尊重。駐車ルールの厳格化。
　・F津田主将　リーグ運営で若手の認識を高める必要がある。
　・M高橋氏　ルールが曖昧になっている？傷害の事実は変わらないのであれば今後に繋がるルール作りを。
　・P秋山主将　手を出した方が悪いのは事実。リーグとしての処分を科すのであれば両者に。
　・N村田智氏　駐車ルールを考えると被害者の意見を聞きたい。
　・E図子氏　加害者に除名を求める。被害者が手を挙げなかったことは評価している。
　・松浦会長　加害者の行為は規則違反であることは確か。但し、被害者についても過失があるのでは。
　　加害者については登録抹消、被害者については出場停止処分等のペナルティも。
　・渡邉記録広報部長　過去の事例発表
　・松浦会長　リーグの判断として、加害者については当期登録抹消処分とする。（永久除名：２　登録抹消：５）
　　※加害者が来期以降再登録したい場合は、監督会議の承認を経て可否を決するものとする。
　　被害者については、事情聴取を行った上で判断します。
　・渡邉記録広報部長から来期以降再登録の可能性を残した処分は到底受け入れられない、この決定に対し
　 今期を持って記録広報部長は辞めさせてもらうと発言あり


